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１．平成３０年度の取組結果
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（１） 地域連携事業

■年金制度説明会の実施状況

（※１） 緑字は平成２９年度実績。（※２） 企業等には算定・社会保険事務説明会を含む。
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（１） 地域連携事業

■年金制度周知の取組

・生活保護新任査察指導員及び新任担当職員研修会への講師派遣

・管内市町村の国民年金担当者向け事務説明会の実施

・事業所の社会保険事務担当者向け説明会の実施

・福島県社会保険労務士会、福島県社会保険協会・委員会が主催する研修会への

参加及び制度説明

・民生委員会合での制度説明

・企業（団体）等に出向いて従業員・加入員を対象とした説明会の実施

・自治体の年金講習会への講師派遣

■関係機関（団体）等への協力依頼

○「ねんきんネット」周知にかかる主な取組
・市町村へのポスター掲示依頼
・関係団体の研修会でのリーフレット配布と利用促進依頼
・商業施設へのリーフレット設置依頼

○「年金予約相談」拡大の主な取組
・ハローワークへのポスター掲示・チラシ設置依頼
・金融機関へのポスター掲示依頼
・年金委員を通じて地域住民・従業員への周知依頼

○「わたしと年金」エッセイ募集の主な取組
・教育機関へのポスター掲示・リーフレット設置依頼
・商工会議所・商工会へのポスター掲示・リーフレット設置依頼
・報道機関への記事掲載依頼

年金制度説明会申込み用パンフレット

周知・広報用リーフレット等



（１） 地域連携事業

■ 制度説明会の実施状況
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（※）出張年金相談及びハローワーク離職者説明会を除く。
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（１） 地域連携事業

■総括と課題
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（２） 年金セミナー事業

■教育機関における年金セミナーの実施

公的年金制度の仕組みや社会の中で果たすべき役割・必要性について理解を得ることで、将来的な若年者層への納付率

向上や年金受給権の確保のために年金セミナー事業を推進しているところです。

平成３０年度においても、各教育機関のご協力をいただき、県内の対象校４２８校（※）のうち、６２校（９０回）４，０７９名の学生・

生徒に対して年金セミナーを実施しました。前年度に比べ年金セミナーの実施校は全体で４校減、受講者数は７１４名減少し

たものの、実施回数は１１回増加となりました。 （※）内訳：公立・私立中学校（229校）、公立・私立高等学校（109校）、支援学校（23校）、大学・専門学校（67校）

○教育機関別の年金セミナー実施状況

（※１）緑字は平成２９年度実績 （※２）３０年度の東北福島の中学校での実施回数のうち２回は郡山、２回は相馬で講師派遣を行ったもの。
（※３）２９年度の東北福島の専門学校のうち１校１回は相馬、中学校のうち１校２回は相馬で実施。相馬の中学校のうち１校１回は東北福島で実施。
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（２） 年金セミナー事業

○大学・専門学校に対する学生納付特例制度パンフレットの配布依頼

教職員の方々を対象に、公的年金制度の意義や仕組みについ

て理解を深め、年金教育指導の参考としていただくための「教員向

け年金セミナー」を開催いたしました。

※（）は平成２９年度実績

推進員による教員向け年金セミナーの様子

■教員向け年金セミナーの実施

そのほか、学校からの依頼で「福島県立西郷支援学校」で教員を

対象とした年金セミナーを実施しました。
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（２） 年金セミナー事業

■「わたしと年金」エッセイ募集

国民の皆さまに年金制度に対する理解を深めていただくため、中学生以上を対象

に公的年金をテーマとしたエッセイの募集を行いました。

周知・広報については、教育機関、関係機関（団体）などにポスターやリーフレット

設置のご協力をいただいたほか、年金セミナー実施の依頼とあわせたアプローチを

各学校へ行っております。

【募集期間】 平成３０年６月１日～平成３０年９月１４日

【賞】 厚生労働大臣賞、日本年金機構理事長賞ほか

【応募状況】 応募総数１，１５４件のうち、福島県の応募件数２１件

（うち、学生の応募件数１６件）
「わたしと年金」エッセイポスター

■地域年金推進員の活動

学校との関係や生徒へ伝える能力に長けた教職員ＯＢ等を「地域年

金推進員」として委嘱し、中学校・高等学校を中心に年金セミナーへ

の協力依頼をしております。

福島県内では、２名の推進員が県内の各学校をまわり、年金教育の

必要性について校長・教頭先生へ直接アプローチを行っており、年金

の早期教育の必要性や未加入になるリスクを丁寧に説明し、年金セミ

ナー実施に繋げております。

【主な活動内容】

・年金セミナー実施に向けたアプローチ

・年金セミナー講師

・機構職員に対して、説明スキル向上のためのアドバイスなど

推進員による年金セミナーの様子



（２） 年金セミナー事業

■年金セミナーの実施状況 （大学・専門学校）
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（２） 年金セミナー事業

■年金セミナーの実施状況 （高等学校・支援学校・中学校）
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（２）年金セミナー事業

■総括と課題
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（３） 地域相談事業

■遠隔地における出張年金相談の実施

遠方にお住いの方などで、年金事務所に直接出向くことが難しいお客様の利便性向上のため、県内各所にて出張年金相談

を実施しております。年金相談の実施日については、市町村の広報誌や社会保険協会等の広報誌に掲載していただいているほ

か、地域型年金委員向け広報紙「支えあい」に掲載し周知に努めております。

※緑字は平成２９年度実績
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（３） 地域相談事業

■その他の出張年金相談等の実施

福島行政評価事務所主催の一日合同行政相談所にて、出張年金相談を行いました。

（１）行政評価事務所の「一日合同行政相談所」における年金相談会の実施

１１月の「ねんきん月間」の取組のなかで、ショッピングセンター内に

て出張年金相談を開催しました。

広報については、対象地区（二本松市、本宮市、大玉村）の国民年

金担当課へポスター掲示の協力をいただいたほか、本宮市および大

玉村へ防災無線等を活用した住民の方への周知をお願いしました。

（２）商業施設等における出張年金相談の実施

ショッピングセンター内の会場の様子
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（３） 地域相談事業

（３）ハローワークにおける離職者を対象とした説明会の実施

ハローワークにて、国民年金への手続きの周知を図るため、退職者に対し加入・納付・免除制度についての説明会を

実施しております。

■総括と課題
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（４） 年金委員活動支援事業

■年金委員委嘱者数

職域型年金委員に対して、福島県社会保険協会及び福島県

社会保険委員会連合会と合同で研修会を開催しました。また、

福島県社会保険委員会各支部の研修会において、年金制度に

関する説明を行いました。

地域型年金委員に対しては、６月・１１月に研修会を開催した

ほか、各事務所にて連絡会や意見交換会とあわせた研修会を

実施しました。

外部講師による地域型年金委員研修会での講演の様子（１１月）
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（４） 年金委員活動支援事業

■年金委員への情報提供

○年金委員委嘱拡大の取組

職域型への加入勧奨については、１月に全国健康保険協会福島支部との

連名で年金委員未加入事業所に対して依頼文書を送付しました。また、定期

的に研修会等で勧奨を行っております。

地域型への加入勧奨では、福島県社会保険委員会連合会のご協力を得て、

研修会において退職する職域型年金委員への地域型移行をご案内していた

だきました。また、地域型年金委員連絡会等において委員よりアドバイスをい

ただきながら、委嘱拡大への取組を行っております。

全国健康保険協会福島支部との協働勧奨で使
用したチラシ
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（４） 年金委員活動支援事業

■年金委員の功労者表彰伝達式の実施

多年にわたり年金事業の推進および発展に貢献された年金委員の方々に、年金委員功労者表彰を行いました。

全国健康保険協会福島支部、福島県社会保険協会、福島県社会保険委員会連合会との共催により、委員研修

会とあわせて開催し、積極的に活動されている委員に対しては、独自に各年金事務所長表彰を設け、委嘱年数に

関わらず感謝状を授与させていただいております。

【開催日】 平成３０年１１月１５日（木）

【開催場所】 コラッセふくしま

【表彰対象】 厚生労働大臣表彰（※） ２名

日本年金機構理事長表彰 ５名

全国健康保険協会理事長表彰 ２名

日本年金機構理事表彰 １４名

（一財）福島県社会保険協会長感謝状 １１名

福島県社会保険委員会連合会感謝状 １２名

全国健康保険協会福島支部長表彰 ７名

日本年金機構事務所長感謝状 ２１名

※共催団体の表彰者を含む

表彰伝達式における委員研修会の様子
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（４） 年金委員活動支援事業

■地域型年金委員連絡会の実施

地域型年金委員が所属する管内の年金事務所において、地域型年金委員と年金事務所間の情報共有、活動

依頼、支援事項の伝達及び地域年金委員相互間の情報共有を図ることを目的として、平成２９年６月より「地域

型年金委員連絡会」を定期に開催することといたしました。

○地域型年金委員連絡会の実施状況
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（４） 年金委員活動支援事業

■総括と課題



５ 「ねんきん月間」「年金の日」の取組
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２．「ねんきん月間」 「年金の日」の取組

日本年金機構では、１１月を「ねんきん月間」として、また１１月３０日（いいみらい）を「年金の日」として積極的に公的年金

制度の周知・啓発活動を行っております。



５ 「ねんきん月間」「年金の日」の取組
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３．マスコミでの取り上げ状況 （一部掲載）

※掲載いただいた一部の内容について紹介しております。

年金セミナーの開催及び「わたしと年金」エッセイ募集等について、県政記者クラブへ投げ込みを行った結果、下記のとおり

紙面への掲載をいただきました。



東北福島年金事務所

年金セミナー事業

• 年金セミナーの実施

平成３０年度の実績は、大学２校（６回）、専門学校１校（１回）、高等学校６校（８回）、中
学校８校（１６回）、合計１７校、３１回実施しました。新規の実施校は、高等学校３校、中学
校４校、専門学校１校となっており、全体の半数を占めました。推進員の先生方のきめ細や
かなアプローチと教育関係機関の皆様のご理解ご協力の賜物と考えております。通常の業
務を行いながら、セミナー講師をどう育成し、派遣するかが、引き続きの課題となり、県全
体で取り組んでまいります。

平成３０年度は１７回、制度説明会を実施し、そのうち８回は、年金受給に関するテーマ
で実施しています。対象は、市町村の事務担当者から年金受給者、年金請求間近な被
保険者と様々です。対象者のニーズや理解度などを考慮しながら、講義テーマや資料な
ど工夫しております。年金を請求する前に知っておきたいこと、受給してからも毎年届く通
知の見方など、地域の方々の「もっと知りたい」にお応えできるよう今後も説明会実施にむ
け広報活動も含め地道に取り組んでまいります。

地域連携事業

年金制度説明会の講師派遣
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４．福島県内の各年金事務所における取組結果と課題



郡山年金事務所
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年金セミナー事業

今年度のセミナー実施状況

年金委員活動支援

年金委員へ向けた講習会・研修会の開催

平成３０年の年金セミナー事業は１２校１５回（中学校４・高等学校２・専門学校８・支援学校１）実施しまし
た。※東北福島との共同実施を含む。

現役世代後の生活について一緒に考えながら、学生であっても２０歳になったら加入手続きをしたうえで、そ
の後のシーン毎に各手続きを続けることにより、共に支えあいながら将来の給付に結びつけるように年金の重
要性をお伝えしました。

今年度は年金委員の皆様に向けて、下記イベントを実施しました。
○ ６月：社会保険事務（算定基礎届）講習会、○ ９月：年金セミナー（郡山、須賀川、田村、石川の４会場）

○ １０月：地域型年金推進委員連絡会、○ １０月・１１月：社会保険事務講習会（郡山、須賀川、田村、石川の４

会場）、○ １月、２月：年金委員（職域型・地域型）研修会（田村、石川、須賀川、郡山の４会場）、○ ２月：地域型年
金委員連絡会
お忙しい中、沢山の委員の方にご参加いただきました。
研修会で受けたご質問や、連絡会で出たご意見、ご要望などは今後の年金活動支援へ役立てていきます

。年金委員の皆様には、昨年度に引き続き予約相談の広報についてご協力をお願いすると共に、ねんきんネ
ットの普及・啓発活動にもご協力をお願いしました。

４．福島県内の各年金事務所における取組結果と課題



平年金事務所

年金セミナー事業

• 年金セミナー実施に向けて

地域年金推進員による積極的なアプローチ、その後、職員による個別のアプローチを実
施することにより、平成30年度は 前年度より３回多くセミナーを実施することができました。
また、講師のレべルアップを図るため、年度当初より、各課（室）から１名ずつ年金セミナー
担当（若手）を指名しました。そして、本番前のデモンストレーションにおいて、講師がリハー
サルを行い、時間配分、前回のアンケート結果を確認する等により、学生たちに年金制度
を正しく理解してもらえるよう実施してきたところです。

年金委員活動支援

地域型年金委員活動の充実

平成３０年度は地域型年金委員との意見交換会・研修会を３度行いました。
地域型年金委員の皆様の日ごろの活動内容、年金委員としての地域での役割等につい
ての忌憚ない発言があり、大変有意義なものでした。
また、年金セミナーでの会場整理、パンフレットの配布、アンケートの回収等の活動支援

もしていただきました。
今後も年金委員の方々と行動を共にし、年金制度の普及、広報に努めていきます。
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４．福島県内の各年金事務所における取組結果と課題



会津若松年金事務所
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地域連携事業

年金制度説明会

年金セミナー事業

年金セミナーの実施

平成３０年度は１８回の制度説明会を実施しております。平成３０年度は大きな制度改正
等もなかったところですが、前年度の社会保険委員会・商工会等各種団体でのアプローチ
等もあり前年度より４回多い開催となりました。
今年度は初めての試みとして、医療機関の担当者と市町村事務担当者を対象として障

害年金の制度説明会を開催しました。参加者からも好評でしたので継続した開催を検討し
ます。

平成３０年度は前年度同様に早めのセミナーアンケートを実施し、また地域年金推進員の
アプローチもあり、前年度より２回多い１７回の年金セミナーを開催しております。
今年度は職場体験授業の受入れ等もあり初めてのことで戸惑った部分もありますが、良い

体験ができたとお礼状もいただき、職員のモチベーションも上がりました。
次年度以降も引き続き、積極的にアプローチを行いセミナー開催に注力していきたいと考

えています。

４．福島県内の各年金事務所における取組結果と課題



相馬年金事務所
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地域連携事業

年金セミナー事業

関係機関（団体）との協力・連携
平成３０年度は各関係機関と積極的に連携を図り、年金制度説明会等に講師派遣を実施しました。

また、地域住民の利便性の観点から、南相馬市役所での出張年金相談を毎月第１・第３水曜日の２回
実施しました。
令和元年度においても、引き続き関係機関（団体）主催の年金制度説明会において積極的な講師派

遣を行うとともに、自治体との連携を深め公的年金制度の周知・啓発に努めてまいります。

年金セミナーの実施と今後の取組
平成３０年の年金セミナー事業は７校（中学校１・高等学校４・支援学校１・専門学校１）実施いたし

ました。事務所内で若手職員を中心に「年金セミナーＰＴ」を立ち上げ、事前準備の徹底を図り、わかり
やすい説明に努めた結果、セミナー後のアンケートでは生徒の皆さんから「 ２０歳になったら加入手続
きをすることの大切さが分かった」「将来の年金だけではなく、障害年金や遺族年金があることがわかっ
た」等の好意的なご感想を数多くいただいております。
令和元年度においては各学校へ積極的なアプローチを行い、昨年度を上回る開催を目指します。ま

た、受講者全員に、より年金に対して理解を深めてもらえるよう、講師のスキルアップを図り更なる充実
したセミナーの実施を行ってまいります。

４．福島県内の各年金事務所における取組結果と課題



白河年金事務所

27

地域連携事業

年金セミナー事業

公的年金制度の周知にかかる広報活動
各市町村へ広報紙の記事掲載の依頼を行い、ねんきんネット、予約年金相談、国民年金保険料の納
付及び免除制度等、幅広い内容で掲載をいただいております。
広報紙は、信頼度も高く、身近に閲覧できる有効なツールであることから、引き続き掲載にかかる取

組みを強化してまいります。
また、平成３０年度は管内の幼稚園児１２１名の絵画展を当年金事務所の２階大会議室で開催し、

「祖父母」（大切な人）をテーマに似顔絵を描いてもらいました。
多くの園児や保護者の方々、来所されたお客様が見学され、年金事務所を身近に感じていただきま

した。

年金セミナーの実施と今後の取組
平成３０年の年金セミナー事業は８校１０回（中学校２・高等学校２・専門学校３・大学校１）実施しま

した。生徒が実際に将来設計等を考えながら参加し、講師の体験談を交えた分かりやすい進め方を
意識しました。「 ２０歳になったら加入手続きをすることの大切さが分かった」「年金の必要性が理解で
きた」といったご感想を数多くいただいております。
また、アンケート結果のお届けと併せて次年度に向けた実施のアプローチを行い、着実に次年度に繋

げる取組みも行っております。引き続き年金セミナー講師のスキルアップを図り、更に充実した内容で
今後も制度周知を図ってまいります。

４．福島県内の各年金事務所における取組結果と課題
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５．福島県地域年金事業運営調整会議

【開催日】 平成３１年１月２８日（月）13:30～16:00

【開催場所】 コラッセふくしま

【出席者】 委員 ※ １６名

日本年金機構 １２名

※代理出席を含む

【議事内容】 ・平成３０年度 地域年金展開事業 取組経過

・平成３１年度 地域年金展開事業 事業計画（案）

地域住民の公的年金制度に対する理解をより深め、制度の加入や保険料納付の向上に繋がるよう地域における支援のネッ

トワークを構築し、地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図ることを目的として地域年金事業運営調整会議を開催したと

ころです。

会議では、資料に基づき平成３０年４月から１２月までの福島県における地域年金展開事業の取組状況及び平成３１年度の

事業計画（案）について説明したほか、事業計画にかかる年金セミナーの拡充に向けて、日本年金機構本部で実施した「年金

セミナー王優秀作品」を視聴していただきました。

年金セミナー王優秀賞を受賞したセミナーの視聴の様子
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５．福島県地域年金事業運営調整会議

■第１３回会議にかかる主なご意見と取組状況
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５．福島県地域年金事業運営調整会議

■第１３回会議にかかる主なご意見と取組状況
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